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インベスコ 米国ハイ・イールド債券ファンド(毎月決算型)
追加型投信／海外／債券

商品概要 設定日 2016年7月1日 信託期間 2023年6月6日まで 決算日 毎月22日 （休業日の場合は翌営業日）

設定・運用： [商 号 等]インベスコ・アセット・マネジメント株式会社
金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第306号

[加入協会]一般社団法人投資信託協会、一般社団法人日本投資顧問業協会 1 / 6

当資料ご利用の際は、最終頁の「ご留意いただきたい事項」をお読みください。
お申し込みの際は、必ず「投資信託説明書（交付目論見書）」をご覧ください。

運用実績 【過去の運用実績は、将来の運用成果を保証するものではありません。】

■ 基準価額の推移
基準価額（円） 基準価額（課税前分配金再投資）（円）
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※基準価額は信託報酬（後述の「ファンドの費用」参照）控除後のものです。

■ 基準価額と純資産総額
純 資 産 総 額 37(百万円)
基 準 価 額 10,849円
前 月 末 比 +165円

■ １万口当たり分配実績(課税前)
分 配 金

第1期～77期 計 2,820円
第78期 (2022.12.22) 40円
第79期 (2023.1.23) 40円
第80期 (2023.2.22) 40円
第81期 (2023.3.22) 40円
第82期 (2023.4.24) 40円

設定来累計 3,020円
※分配金は投資信託説明書（交付目論見書）記載の「
分配方針」に基づいて委託会社が決定しますが、委託会社
の判断等により分配を行わない場合もあります。

■ 騰落率（課税前分配金再投資ベース）
１ カ 月 ３ カ 月 ６ カ 月 １ 年 ３ 年 ５ 年 設 定 来

ファンド 1.92% 2.24% -5.27% 2.68% 39.69% 27.88% 44.24%
※基準価額の騰落率は、課税前分配金を再投資したと仮定した数値を用いています。

投資先ファンドのポートフォリオの状況
【マザーファンドが投資対象とする「インベスコ ＵＳハイ・イールド・ボンド・ファンド」の運用状況（現地月末基準）を記載しています。】

■ ポートフォリオ特性
平 均 最 終 利 回 り 8.4%

修 正 デ ュ レ ー シ ョ ン 4.0年
平 均 格 付 B+

※各特性値は、加重平均しています。
※平均格付は、基準日時点で投資信託財産が保有し
ている各有価証券の信用格付を加重平均したものであり、
当ファンド自体の信用格付ではありません。

■ 業種配分
業 種 純 資 産 比

国債 -
政府関連 -
産業 83.4%
公益 3.2%
金融 11.6%
その他 -
ABS -
キャッシュ等 1.8%
※業種は当社の判断に基づき分類しています。

■ 信用格付別比率
信 用 格 付 純 資 産 比

AAA -
AA -
A -
BBB 4.6%
BB 47.6%
B 37.0%
CCC以下 8.2%
無格付け 0.7%
キャッシュ等 1.8%
※信用格付はS&P、Moody'sおよびFitchの格付を基
準に当社の判断に基づき分類しています（表記はS&P
に準じています）。

当ファンドは2023年6月6日をもって信託終了（繰上償還）とさせていただくことになりましたので、お知らせいたします。
皆さまの長らくのご愛顧に心から御礼申し上げます。
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投資先ファンドのポートフォリオの状況
【マザーファンドが投資対象とする「インベスコ ＵＳハイ・イールド・ボンド・ファンド」の運用状況（現地月末基準）を記載しています。】

■ 組入上位10発行体
発 行 体 セ ク タ ー 純 資 産 比

1 Service Properties Trust その他REIT 2.3%
2 Ford Holdings LLC 自動車関連 2.3%
3 Carnival Corp レジャー 2.0%
4 FTAI Aviation Ltd 金融会社 2.0%
5 Tenet Healthcare Corp ヘルスケア 2.0%
6 Altice France Holding SA 無線通信 2.0%
7 American Airlines Inc 航空 2.0%
8 Telecom Italia SpA/Milano 有線通信 1.9%
9 Allison Transmission Holdings Inc 自動車関連 1.8%
10 CCO Holdings LLC ケーブル・衛星 1.8%

※セクターは当社の判断に基づき分類しています。

ファンドマネージャーのコメント

■ 市場環境

当月の米国債利回りはわずかに低下しました。月初は米国経済指標が悪化し、景気後退観測が高まったこと、米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）の利上げ幅が縮小
するとの見通しが広がったことなどを受け、米国債利回りは低下基調で推移しました。しかしながら、3月の米雇用統計が堅調であったこと、5月の米連邦公開市場委員会（
ＦＯＭＣ）で利上げ継続の可能性が高まったことなどを背景に、米国債利回りは月後半まで反転上昇する展開となりました。下旬には、米中堅地銀の経営不振が明ら
かになり、金融不安が再燃したことなどを背景に、米国債利回りは月中のピークから低下しました。
当月の為替市場は、ドル高／円安となりました。月初は、3月の米ＩＳＭ製造業・非製造業景況感指数や、2月の米求人労働異動調査（ＪＯＬＴＳ）が市場予
想を下回り、円高が進行したものの、3月の米雇用統計が良好となったことを受け1ドル＝132円台を超える水準で推移しました。その後も、5月の米連邦公開市場委員
会（ＦＯＭＣ）で追加利上げの可能性が高いと見られたことや、月末には日銀が大規模な金融緩和政策を維持すると表明したことなどを受け、ドルは堅調に推移しま
した。
原油は小幅に上昇しました。月初、石油輸出国機構（ＯＰＥＣ）プラスが、追加減産を発表したことなどを受け、原油価格は強含みの展開となりました。その後、金融
システム不安などが相場の重しとなる中、月を通してみると原油価格は上昇しました。
米国ハイ・イールド債券においては、信用スプレッドが縮小し、ベースとなる米国国債金利も低下したことから、利回りは低下（債券価格は上昇）しました。全36セクターの
うち、33セクターがプラスのリターンとなり、3セクターがマイナスのリターンとなりました。その中で相対的にリターンの高かったセクターは鉄道、出版・印刷、娯楽・映画など、相
対的にリターンの低かったセクターは、ケーブル・衛星放送、製紙、空運などでした。

■ 運用の状況

米国の企業が発行するハイ・イールド債券などを実質的な主要投資対象とし、高水準のインカムゲインの確保とキャピタルゲインの獲得を目指す運用を行いました。当ファン
ドが実質的に投資する外国籍投信の運用では、着実にインカムゲインを獲得したことがプラスに寄与したとともに、ベース金利が低下し債券価格が上昇したことがプラス要
因となりました。業種別では、ヘルスケア、石油施設サービス、自動車などがプラスに寄与した一方、ヘルスケアREIT、ケーブル・衛星、金融などがマイナスに影響しました。

■ 今後の投資方針 （作成日現在のものであり、市場環境の変動などにより変更される場合があります。）
【マザーファンドが投資対象とする「インベスコ　 ＵＳハイ・イールド・ボンド・ファンド」について記載しています。】
当ファンドは2023年6月6日をもって繰上償還とさせていただくことが決定いたしました。当ファンドの運用につきましては、繰上償還の決定を受け、速やかな保有資産の売
却を実施致しました。これまでの受益者のみなさまのご愛顧に心から御礼申し上げるとともに、今後ともより一層のお引き当てを賜りますようお願い申し上げます。

当資料ご利用の際は、最終頁の「ご留意いただきたい事項」をお読みください。
お申し込みの際は、必ず「投資信託説明書（交付目論見書）」をご覧ください。
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